
彫

刻

科

さ
ら
に
、

そ
の

三
百
圏
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
破
格
の
大
金
で
あ
る
。

す
る
と
、
そ
れ
を
見
て
玉
章
さ
ん
が
、

『
ど
う
も
、
私
は
、
こ
ん
な
大
金
を
貰
つ
て
縮
を
描
く
と
い
ふ
こ
と

は
出
来
ん
。
さ
う
い
ふ
も
の
を
描
か
う
と
思
へ
ば
、
是
迄
と
は
違
つ
て

随
分
下
圏
か
ら
骨
折
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ど
う
も
暇
が
か
4

つ

て
仕
様
が
な
い
。
だ
か
ら
、
有
難
い
や
う
で
は
あ
る
が
御
免
を
蒙
る
。
』

と
云
ふ
て
断
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
風
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
雅
邦

さ
ん
が
棺
を
蓋
う
て
後
、
盆
々
名
磐
が
畢
が
る
に
反
し
て
、
玉
章
さ
ん
は

敷
に
於
て
は
何
十
倍
か
の
製
作
を
遺
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
今
は
何
虞
ヘ

か
隠
れ
て
了
つ
て
出
て
来
な
い
。

（『
回
顧
七
十
年
』
昭
和
十
二
年
四
月
。
学
校
美
術
協
会
出
版
部
）

彫
刻
教
育
の
開
始
に
あ
た
っ
て
準
備
に
携
わ
っ
た
彫
刻
家
は
木
彫
の
加
納
鉄

哉
、
竹
内
久
一

、
高
村
光
雲
と
洋
風
彫
刻
の
藤
田
文
蔵
、
長
沼
守
敬
で
あ
る
。

準
備
の
段
階
で
は
こ
の
よ
う
に
洋
風
彫
刻
家
も
参
画
し
、
ま
た
、
前
述
の
よ
う

に
塑
造
の
た
め
の
油
土
が
買
い
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
必
ず
し
も

木
彫
一
辺
倒
の
方
針
を
と
る
計
画
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際

に
授
業
が
始
ま
っ
た
段
階
で
は
絵
画
教
育
の
場
合
と
同
様
、
伝
統
尊
重
路
線
が

と
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
教
師
の
任
免
に
よ
く
顕
わ
れ
て
お
り
、
彫
刻
科
の
教

育
が
開
始
さ
れ
た
明
治
二
十
三
年
十
月
に
は
ま
ず
光
雲
が
教
授
の
地
位
に
就

き
、
翌
年
八
月
に
は
竹
内
久
一
と
石
川
光
明
（
二
十
三
年
七
月
雇
と
な
る
）
が
引

ぎ
続
い
て
教
授
と
な
っ
た
一
方
で
、
藤
田
は
嘱
託
の
地
位
に
留
っ
た
（
既
に
長
沼

は
二
十
一
年
八
月
に
、
鉄
哉
は
二
十
二
年
四
月
に
辞
任
し
て
い
る
）
。

後
、
後
藤
貞
行
、
山
田
鬼
斎
、
西
牧
正
八
（
林
美
雲
）
ら
も
採
用
さ
れ
、
木
彫
中

心
の
指
導
体
制
が
作
ら
れ
た
。

高
村
光
雲
は
い
う
ま
で
も
な
く
江
戸
仏
師
の
流
れ
を
汲
み
、
写
生
に
よ
っ
て

伝
統
的
木
彫
に
一
新
生
面
を
切
り
開
い
た
人
で
あ
る
が
、
本
校
に
お
い
て
は
草

創
期
の
み
な
ら
ず
洋
風
彫
刻
教
育
導
入
後
も
彫
刻
科
を
統
率
す
る
立
場
に
あ
っ

た
。
そ
の
在
職
期
間
は
一
―
―
十
六
年
の
長
き
に
及
ぶ
。
光
雲
の
起
用
に
つ
い
て
は

竹
内
久
一
が
仲
介
に
立
っ
た
と
い
う
工

。ヒ
ソ
ー
ド
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
岡
倉

は
左
記
の
光
雲
評
が
示
す
と
お
り
、
光
雲
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
っ

て
、
久
一
の
仲
介
な
く
し
て
も
彼
を
抜
擢
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高
村
光
雲
氏
の
木
彫
は
其
刀
力
の
壮
健
な
る
姿
態
の
正
格
な
る
、
近
頃
多

く
見
ざ
る
所
に
し
て
古
大
家
と
併
馳
す
る
の
気
力
あ
り
。
出
品
の
鵠
の
如

き
は
濤
川

〔惣
助
。
七
宝
作
家〕

氏
と
相
並
ん
で
名
誉
牌
の
価
値
あ
る
も
の

な
ら
ん
。顧
ふ
に
象
牙
彫
刻
は
近
来
輸
出
上
の
需
用
あ
る
よ
り
し
て
、
本
邦

の
彫
刻
は
其
の
全
力
を
挙
げ
て
悉
く
象
牙
彫
刻
に
移
り
、
殆
ん
ど
一
人
も

ひ
と

木
彫
に
関
す
る
も
の
無
き
に
至
り
た
る
の
間
に
在
て
、
特
り
高
村
氏
は
木

彫
を
采
り
其
技
術
を
大
に
研
究
せ
し
が
、
今
日
の
精
妙
遂
に
一
大
名
誉
を

得
た
る
を
見
れ
ば
、
十
年
の
賑
難
も
亦
甘
ん
ず
る
に
足
る
も
の
な
る
べ
し
。

（
明
治
二
十
二
年
四
月
日
本
美
術
協
会
展
開
催
中
に

『
日
本
』
に
連
載
さ
れ

た

「美
術
展
覧
会
批
評
」
の
一
節
。
筆
名
渾
沌
子。

平
凡
社
版

『岡
倉
天
心

全
集
』
第
一―
―巻
所
収）

彫
刻
科
の
授
業
（
実
習
）
内
容
に
つ
い
て
言
う
と
、
科
目
と
し
て
は
「
臨
模
」、

「
写
生
」
、

「
新
案
」
の
三
科
目
か
ら
成
る
木
彫
実
習
と
、
「
材
料
及
び
手
訣
」
、
439 第2節 専門教育



仝

蘇
武
図
額

壱
面

壱
面

「
彫
刻
彩
色
法
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
「
材
料
及
び
手
訣
」
に
つ
い
て
は

「
蟻
、
竹
、
牙
、
角
、
石
、
介
等
彫
刻
二
用
フ
ヘ
キ
材
料
ノ
性
質
用
方
及
手
法

ヲ
教
ユ
」
と
規
則
に
あ
り
、
颯
に
つ
い
て
は
鋳
金
科
嘱
託
の
大
島
如
雲
が
毎
週

二
時
問
ず
つ
嫌
型
の
稽
古
を
附
け
た
こ
と
と
、
牙
彫
は
石
川
光
明
の
担
当
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
外
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。
「
彫
刻
彩
色
法
」

は
「
技
芸
天
」
（
本
学
蔵
）
に
見
る
ご
と
く
木
彫
彩
色
に
造
詣
の
深
い
竹
内
久
一

が
担
当
し
た
。

彫
刻
科
授
業
の
中
心
で
あ
る
木
彫
実
習
が
ど
の
よ
う
な
順
序
で
進
め
ら
れ
た

か
を
知
る
に
は
、

「
第
一
回
生
徒
成
績
物
展
覧
会
（
明
治
二
十
七
年
春
開
催
）
出

品
目
録
稿
」
（
剣
持
忠
四
郎
旧
蔵
）
が
大
変
参
考
に
な
る
。
こ
の
目
録
に
は
当
時

の
各
科
（
絵
画
科
を
除
く
）
の
教
程
に
該
当
す
る
記
述
が
あ
り
、
以
後
逐
次
紹
介

し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
先
ず
彫
刻
科
の
分
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

彫
刻
標
本
目
録

直
線
彫
畔
5-
―
和
拾
八
枚

曲
線
彫
翡
闘
拾
煎
枚

直
線
曲
線
應
用
彫
亘
門
的
拾
爪
枚

平
彫
及
肉
合
彫
畔
5
+二
虹
爪
拾
四
枚

肉
合
ヒ

、
鋤
上
ヶ
、
薄
肉
彫
韮
門
芸
匹
賦
拾
四
枚

半
肉
及
透
シ
彫
畔
四
サ
応蒻
拾
八
枚

半
肉
彫
翡
丑
’
ユ
”
拾
八
枚

半
肉
彫
韮
聾
蒻
煎
拾
煎
枚

半
肉
彫
鷲
図
額

飽赤
貝

柿松
茸
二
柚

鰻鰈カ
サ
ゴ

n

チ

牛
尾
魚

オ

コ

ゼ

虎
魚

鴬
喬

牧
童

高
砂
翁

羅
漢
像

金
剛
力
士
像

壱
個

壱
個

彫
刻
標
本
説
明

四
年
間
ヲ
以
テ
彫
刻
法
ヲ
習
得
七
シ
ム
ル
ノ
標
本
ニ
シ
テ
年
別
ヲ
以
テ

之
ヲ
説
明
ス
レ
ハ
左
ノ
如
シ

第

一
年

直
線
彫
自
第
一
号
至
第
三
号

初
テ
彫
刻
刀
ヲ
使
用
シ
直
線
ヲ
以
テ
成
立
ス
ル
模
様
等
ヲ
彫
刻
ス
ル
ノ

法
ヲ
習
得
セ
シ
ム

曲
線
彫
自
第
四
号
至
第
五
号

曲
線
ヲ
以
テ
成
立
ス
ル
模
様
等
ヲ
彫
刻
ス
ル
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
ム

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個

壱
個
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肉
合
、
鋤
上
ケ
及
薄
肉
彫
自
第
十
二
号
至
第
十
五
号

摸
様
若
ク
ハ
花
升
等
二
依
リ
肉
合
ヒ
、
鋤
上
ヶ
及
薄
肉
彫
ノ
刀
法
ヲ
習

第
二
年

半
肉
及
透
シ
彫
自
第
十
六
号
至
第
十
八
号

摸
様
若
ク
ハ
花
升
果
宜
魚
介
等
二
依
リ
半
肉
及
ヒ
透
シ
彫
ノ
法
ヲ
習
得

七
シ
メ
並
二
其
新
按
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

半
肉
彫
自
第
十
九
号
至
第
廿
一
号

ル
モ
ノ
ト
ス

飽赤
貝

柿松
茸
二
柚

壼
個

壼
個

壷
個

此
二
至
リ
テ
始
メ
テ
丸
彫
ノ
法
ヲ
教
フ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
成
ル
ヘ
ク
静
止

マ
マ

的
ノ
果
宜
介
類
等
ノ
質
物
ヲ
標
本
ト
シ
摸
刻
ノ
刀
法
ヲ
應
用
シ
テ
寓
生

ヲ
ナ
サ
シ
ム

第
三
年

壼
個

鳥
類
二
依
リ
半
肉
彫
刻
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
メ
並
二
其
新
按
ヲ
ナ
サ
シ
ム

カ
サ
ゴ

n

チ

牛
尾
魚

ォ

コ

ゼ

虎
魚

鴛
喬魚

鳥
ノ
類
ヲ
標
本
ト
シ
テ
寓
生
ヲ
ナ
サ
シ
メ
丸
彫
ノ
法
ヲ
練
習
セ
シ
ム

第
四
年

牧
童

高
砂
翁

羅
漠
像

金
剛
力
士
像

各
自
ノ
意
匠
ヲ
用
テ
人
物
動
物
等
丸
彫
ノ
新
按
ヲ
ナ
サ
シ
メ
其
刀
法
ヲ

練
習
セ
シ
ム

右
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
第
一
年
で
は
最
初
に
線
彫
り
の
練
習
を
す
る
が
、
そ

の
前
に
小
刀
の
と
と
の
え
方
、
柄
の
す
げ
方
、
刃
の
つ
け
方
を
習
う
。
線
彫
り

の
練
習
は
標
本
（
教
師
が
作
っ
た
木
彫
手
本
）
に
倣
っ
て
直
線
彫
り
や
曲
線
彫

り
を
練
習
す
る
。
こ
の
初
歩
の
段
階
の
こ
と
は
高
村
光
太
郎
が
「
木
彫
地
紋
の

得
セ
シ
ム

七
シ
ム

鰈鰻

壼
個

壼
個

壼
個

壺
個

壼
個

壼
個

壼
個

壼
個

壼
個

壼
個

摸
様
若
ク
ハ
草
木
菓
宜
箭
毛
等
二
依
リ
平
彫
肉
合
彫
等
ノ
刀
法
ヲ
習
得

ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

直
線
曲
線
應
用
彫
自
第
六
号
至
第
七
号

既
二
習
得
セ
ル
直
線
曲
線
ヲ
應
用
シ
テ
諸
種
ノ
摸
様
ヲ
作
ラ
シ
メ
其
刀

法
ヲ
練
習
セ
シ
ム

平
彫
及
肉
合
彫
自
第
八
号
至
第
十
一
号

半
肉
彫
自
第
廿
二
号
至
第
廿
五
号

仝

鷲

図

額

壼

個

仝

蘇

武

額

壼

個

人
物
鳥
獣
虫
類
等
二
依
リ
半
肉
彫
刻
ノ
法
ヲ
習
得
セ
シ
メ
並
二
其
新
按
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意
義
」
（
『
造
型
美
論
』
昭
和
二
十
四
年
三
月
。
筑
摩
四
房
）
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る

の
で
、
そ
の
部
分
を
挿
図
と
と
も
に
転
載
す
る
。

今
日
美
術
學
校
な
ど
で
木
彫
の
稽
古
を
ど
う
い
ふ
風
な
順
序
で
し
て
ゐ

る
か
、
私
は
其
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
が
、
私
の
子
供
の
頃
、
と
い
ふ

と
今
か
ら
四
十
年
ほ
ど
以
前
に
は
、
ほ
ぽ
順
序
が
き
ま
つ
て
ゐ
た
。
木
彫

稽
古
の
初
一
歩
は
「
地
紋
」
と
い
ふ
も
の
を
彫
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
と

よ
り
其
の
前
に
小
刀
の
と
と
の
へ
方
、
柄
の
す
げ
方
、
刃
の
つ
け
方
を
習

ふ
わ
け
で
、
こ
れ
が
な
か
な
か
む
つ
か
し
く
、
小
刀
を
研
い
で
本
営
に
刃

が
つ
く
や
う
に
な
る
に
は
相
嘗
の
年
敷
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

ど
う
せ
初
め
に
は
怪
し
げ
な
、
切
れ
な
い
小
刀
で
稔
古
に
か
か
る
仕
俊
な

の
で
あ
る
。

稽
古
に
あ
て
が
は
れ
る
地
紋
と
い
ふ
の
は
、
五
寸
角
の
檜
の
板
へ
直
線

や
曲
線
の
博
習
的
な
文
様
が
彫
つ
て
あ
る
も
の
で
極
め
て
簡
輩
な
も
の
か

ら
、
か
な
り
複
雑
な
も
の
に
至
る
ま
で
大
憫
七
、
八
種
の
基
本
型
が
あ

り
、
そ
れ
の
襲
化
は
尚
ほ
無
敷
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
コ
ム

。ハ
ツ
（
如
何

な
る
わ
け
か
私
等
は
営
時
コ
ム
パ
ス
と
言
は
な
い
で
コ
ム

。ハ
ッ
と
言
っ
て

ゐ
た
）
で
板
の
上
に
寸
法
を
割
り
あ
て
て
細
い
線
を
つ
け
、
そ
の
線
を
た

よ
り
に
小
刀
で
溝
を
彫
つ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

ま
づ
大
抵
、
横
と
縦
と
に
互
ひ
ち
が
ひ
に
並
ん
で
ゐ
る
四
本
の
溝
を
彫

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
あ
ら
か
じ
め
縦
横
に
親
溝
が
彫
つ
て
あ
る
か
ら
、

板
の
上
に
は
五
本
づ
つ
の
峰
が
横
と
縦
と
一
っ
置
き
に
並
ぶ
。
織
物
の
縞

で
い
ふ
と
「
片
そ
揺
慶
」
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
紋
を
何
と
呼

ん
で
ゐ
た
か
、
不
思
議
に
今
思
ひ
出
さ
な
い
。
あ
ん
ま
り
分
か
り
き
っ
た

よ

こ

た

て

ぢ

も

ん

も
の
で
あ
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
（
横
縦
地
紋
と
で
も
い
へ
さ
う
だ
が
、

捨
垣
と
い
ふ
に
は
少
し
荒
す
ぎ
る
。
）
こ
の
地
紋
が
簡
箪
で
あ
り
な
が
ら
甚

だ
む
つ
か
し
い
の
で
あ
る
。

＜
揃
は
ず
、

（
第
一
岡
）
四
本
の
溝
の
幅
や
深
さ
が
う
ま

又
溝
の
斜
面
が
平
等
に
ゆ
か
ず
、
親
溝
と
の
出
合
ひ
が
き
ち

ん
と
は
ま
ら
ず
、
木
彫
初
年
兵
は
ま
づ
こ
れ
に
泣
か
さ
れ
る
。
溝
の
線
が

ぐ
ら
ぐ
ら
に
彫
れ
た
り
、
馬
鹿
に
深
い
の
や
浅
い
の
が
出
来
た
り
、
溝
の

谷
が
片
方
へ
寄
り
過
ぎ
た
り
、
結
局
全
膿
に
蝋
脈
な
も
の
に
な
り
易
い
。

お
ま
け
に
小
刀
が
切
れ
な
い
か
ら
鍛
冶
く
そ
の
や
う
な
木
の
屑
が
い
ち
め

ん
に
残
っ
て
綺
麗
に
仕
上
ら
な
い
。
宜
際
、
こ
の
最
初
の
地
紋
が
一
番
彫

る
の
に
む
つ
か
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
私
は
今
日
で
も
、
丁
度
音
楽
家
が

音
階
の
練
習
を
絶
え
ず
す
る
や
う
に
、
こ
の
地
紋
を
し
ば
し
ば
試
み
て
、

自
分
の
小
刀
を
よ
く
馴
ら
す
事
に
し
て
ゐ
る
。

こ
う

じ

も
ん

こ
の
地
紋
を
と
も
か
く
も
上
げ
る
と
、
次
に
は
「
エ
字
紋
」
と
い
ふ
の

を
や
る
。
（
第
一
圏
）
こ
れ
は
丁
度
エ
の
字
を
一
っ
置
き
に
横
縦
に
置
い

こ

ま

た
や
う
な
文
様
で
、
親
溝
を
彫
つ
て
か
ら
四
角
な
小
間
に
二
本
の
溝
を
離

し
て
彫
り
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
溝
を
彫
り
、
横
か
ら
二
つ
小
さ
な
溝
を
彫
る

と
出
来
る
。
こ
れ
に
は
前
の
地
紋
に
な
か
っ
た
溝
の
突
き
あ
た
り
が
あ

る
。
そ
こ
が
又
難
所
で
あ
る
。
此
等
は
す
べ
て
「
切
出
し
」
と
稲
す
る
小

刀
を
用
ゐ
る
。
鰹
節
を
削
る
刃
物
の
形
を
し
て
ゐ
る
。
木
に
は
木
目
が
あ

さ
か

め

り
、
従
っ
て
逆
目
が
あ
り
、
逆
目
に
逆
つ
て
彫
ら
う
と
す
れ
ば
細
か
い
と

こ
ろ
は
か
け
て
し
ま
ふ
か
、
か
け
な
い
ま
で
も
削
っ
た
あ
と
が
薄
ぎ
た
な

い
。
そ
こ
で
或
る
線
で
は
小
刀
を
先
方
へ
送
つ
て
彫
り
、
或
る
線
で
は
小

刀
を
手
前
へ
引
く
や
う
に
彫
る
。
送
る
時
は
刃
裏
が
下
に
な
り
、
引
く
時

は
刃
表
が
下
に
な
る
。
そ
れ
故
、
刃
の
雨
面
が
よ
く
平
ら
に
研
げ
て
ゐ
な
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い
と
溝
の
線
が
き
つ
ば
り
と
手
際
よ
く
出
来
な
い
事
に
な
る
。
ご
ろ
ご
ろ

し
た
刃
で
は
檜
の
木
目
を
削
る
の
で
な
く
て
結
局
押
し
つ
ぶ
す
か
ら
、
見

る
か
ら
に
ぽ
や
け
た
も
の
が
出
束
る
。
さ
う
い
ふ
わ
け
で
線
の
方
向
の
複

維
に
な
る
ほ
ど
小
刀
の
使
ひ
方
が
む
つ
か
し
く
な
る
。

工
字
紋
の
次
に
は
此
の
文
様
に
少
し
手
を
加
へ
た
「
二
重
工
字
紋
」
が

来
る
。
入
り
込
ん
だ
も
の
は
、
ど
の
線
か
ら
先
き
に
彫
つ
て
ゆ
く
か
と
い

ふ
や
う
な
事
を
覺
え
る
。
字
を
書
く
時
に
劃
の
先
後
を
覺
え
る
や
う
な
も

の
で
あ
る
。

（
第
二
岡
）

そ
れ
か
ら
「
麻
の
葉
」
が
来
る
。
（
第
三
岡
）
今
ま
で
は
皆
同
じ
様
な

溝
の
組
合
せ
だ
け
で
出
来
て
ゐ
る
地
紋
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
初
め
て
三

角
の
谷
を
彫
る
の
で
あ
る
。
木
目
と
逆
目
の
閥
係
が
ま
す
ま
す
微
妙
に
な

つ
て
来
る
。
そ
の
上
麻
の
葉
の
筋
目
が
く
る
ふ
と
を
か
し
く
な
る
。

麻
の
葉
を
上
げ
る
と
「
二
重
麻
の
葉
」
が
二
三
種
あ
る
。
（
第
四
圏
）

そ
れ
か
ら
次
に
「
蜀
紅
」
の
類
が
や
は
り
二
＝
一種
あ
る
。
（
第
五
躍
、
第

六
圏
）
こ
れ
は
蜀
紅
錦
の
文
様
か
ら
採
っ
た
地
紋
で
、
か
な
り
細
か
く
、

な
か
な
か
技
巧
を
要
す
る
。
蜀
紅
ま
で
稽
古
す
る
と
直
線
模
様
の
地
紋
は

卒
業
と
い
ふ
事
に
な
る
。
こ
の
間
に
は
ま
だ
「
雷
文
」
（
第
七
圏
）
だ
の
、

「
卍
字
つ
な
ぎ
」
だ
の
、
其
他
の
斐
化
だ
の
が
あ
る
。
直
線
を
終
る
と
、

今
度
は
曲
線
地
紋
に
な
る
。

曲
線
の
最
初
の
は
「
七
密
地
紋
」
で
あ
る
。
（
第
八
岡
、
第
九
岡
）
こ

れ
に
も
敷
種
あ
っ
て
箪
純
な
の
か
ら
手
の
こ
ん
だ
の
へ
と
進
む
。
曲
線
と

な
る
と
ま
す
ま
す
小
刀
の
使
ひ
や
う
が
む
つ
か
し
く
な
る
。
彫
り
な
が
ら

小
刀
を
廻
す
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
木
目
と
の
争
が
あ
っ
た
り
、
紀

律
へ
の
心
づ
か
ひ
が
あ
っ
た
り
し
て
相
営
に
面
倒
だ
が
、
そ
の
代
り
彫
り

「
彫
刻
美
の
諸
要
素
は
此
の
地
紋
の
中
に
あ
る
。
地
紋
を
稽
古
し
て
ゐ

る
う
ち
に
我
知
ら
ず
彫
刻
の
世
界
と
い
ふ
も
の
を
身
に
つ
け
る
事
に
な
る
の
で

あ
る
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

線
彫
り
の
練
習
は
各
自
の
考
案
に
よ
る
模
様
を
彫
る
こ
と
で
終
り
、
次
に
平

彫
り
と
肉
合
（
し
し
あ
い
）
彫
り
、
さ
ら
に
鋤
上
げ
、
薄
肉
彫
り
を
、
や
は
り
標

本
に
倣
っ
て
練
習
す
る
。
こ
の
段
階
か
ら
標
本
の
図
柄
は
模
様
の
ほ
か
に
花
升

朔
毛
等
が
多
く
な
る
。

以
上
が
第
一
年
の
教
程
で
、
第
二
年
で
は
標
本
に
倣
っ
て
半
肉
や
透
し
彫
り

の
練
習
を
し
、
新
案
を
行
な
う
。
次
い
で
丸
彫
り
に
移
る
が
、
こ
れ
よ
り
標
本

を
離
れ
て
果
実
や
貝
な
ど
の
実
物
を
題
材
と
し
て
写
生
の
勉
強
を
始
め
る
。
第

一
＿
一
年
で
は
初
め
に
標
本
に
倣
っ
て
人
物
、
鳥
獣
、
虫
類
を
半
肉
で
彫
る
練
習
を

し
て
新
案
を
行
い
、
次
い
で
魚
、
烏
な
ど
の
実
物
を
写
生
し
て
丸
彫
り
の
練
習

を
す
る
。
第
四
年
は
専
ら
新
案
を
行
い
、
最
後
に
卒
業
製
作
を
提
出
す
る
。

価
し
、

上
げ
る
と
か
な
り
美
し
い
の
で
、
直
線
地
紋
を
み
な
上
げ
て
し
ま
つ
て
七

賓
を
彫
り
は
じ
め
た
頃
の
喜
は
今
で
も
記
憶
し
て
ゐ
る
。
七
賓
は
曲
線
地

紋
の
基
本
で
あ
っ
て
、
此
に
習
熟
す
れ
ば
他
の
も
の
は
自
然
と
彫
れ
る
。

「
分
銅
つ
な
ぎ
」
（
第
十
一
岡
）
「
青
海
波
」
（
第
十
岡
）
い
づ
れ
も
面
白
い

が
宵
海
波
の
方
が
彫
り
に
く
い
。
こ
こ
ら
で
地
紋
の
稽
古
は
そ
ろ
そ
ろ
終

つ
て
、
「
し
し
合
ひ
」
と
い
ふ
彫
り
方
に
移
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に

以
上
の
地
紋
を
基
礎
に
し
て
種
々
の
岡
案
を
考
案
し
て
彫
り
試
み
る
。
い

は
ば
コ
ソ
ク
ウ
ル
を
や
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。

高
村
光
太
郎
は
い
う
ま
で
も
な
く
光
雲
の
息
子
で
、
明
治
一
―
―十
五
年
に
本
校

木
彫
科
を
卒
業
し
た
。
彼
は
同
書
に
お
い
て
こ
の
地
紋
彫
り
の
練
習
を
高
く
評
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と
い
い
、
光
太
郎
が

（
「
回
旧
談
」

人
物
彫
刻
の
練
習
は
第
三
年
以
後
に
行
い
、
古
作
の
羅
漢
像
そ
の
他
仏
像
等

の
手
本
に
基
づ
い
て
練
習
し
た
り
、
実
物
写
生
の
練
習
を
し
た
。
板
谷
波
山
の

回
顧
談

(146
頁
参
照
）
に
老
婆
や
相
撲
取
り
を
モ
デ
ル
に
使
っ
て
人
物
写
生
を
し

た
話
が
出
て
来
る
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
モ
デ
ル
（
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
）
の
素
描
で
あ

っ
て
、
木
彫
教
程
に
お
い
て
裸
体
モ
デ
ル
を
据
え
て
塑
土
で
写
生
の
練
習
を
す

る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
の
は
明
治
一
二
十
一
年
以
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る。
以
上
が
木
彫
の
実
習
教
程
で
あ
る
が
、
本
学
に
は
こ
の
教
程
の
た
め
に
作
ら

れ
た
手
本
（
手
板
）
お
よ
び
生
徒
の
習
作
が
多
数
残
っ
て
い
る
の
で
（
『
東
京
芸
術

彫
刻
11
』
参
照
）
、
授
業
の
実
際
に
つ
い
て
も
か
な

り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
教
程
は
高
村
光
雲
の
修
行
法
、
つ
ま
り
江
戸
仏
師
の
弟
子
養
成
法
を
土

台
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
光
雲
が

開
校
常
時
は
職
員
も
昨
日
迄
は
職
人
と
云
ふ
様
な
人
が
一
朝
に
し
て
教
授

の
榮
職
に
付
い
た
の
で
教
授
法
と
云
ふ
事
等
は
知
識
も
無
く
鰹
瞼
も
乏
し

く
不
安
に
感
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
偉
統
的
な
習
慣
を
追
つ
て
家
で
弟
子
を

教
へ
る
様
に
教
場
で
職
員
も
生
徒
も
一
虞
に
仕
事
を
致
し
ま
し
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
第

一号。

大
正
十
年
五
月
）

美
術
学
校
へ
入
っ
て
は
み
た
も
の
の
、
別
に
家
に
い
た
時
と
変
り
は
な

く
、
同
じ
ょ
う
な
こ
と
を
学
校
で
も
や
つ
て
い
た
。

大
学
芸
術
洒
料
館
蔵
品
目
録

（
「
私
の
青
銅
時
代
」

『高
村
光
太
郎
全
集
』
第
十
巻
。

昭
和
三
十――
一
年
三
月
。
筑
摩
書
房
）

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
高
村
家
流
の
修
行
法
を
取
り
入
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
仏
師
が
十
数
年
か
け
て
修
行
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
五
年

の
う
ち
に
凝
縮
さ
れ
、
新
案
、
写
生
が
加
わ
り
、
手
本
の
種
類
、
配
列
に
も
し

か
る
べ
き
改
善
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
要
素
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

な
お
、
初
期
の
彫
刻
科
は
生
徒
の
数
も
少
な
く
、
右
の
光
雲
の
「
回
旧
談
」

か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
教
師
と
生
徒
は
家
族
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
当
時
の

教
師
は
、
校
長
の
方
針
に
よ
り
教
室
を
自
分
の
仕
事
場
と
し
て
個
人
的
な
仕
事

な
ど
も
し
た
が
、
特
に
当
時
は
楠
公
銅
像
の
よ
う
な
記
念
銅
像
の
製
作
が
次
々

と
本
校
に
依
嘱
さ
れ
た
の
で
、
彼
ら
は
常
時
そ
う
し
た
銅
像
の
木
型
の
製
作
と

も
取
り
組
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
生
徒
は
上
記
の
木
彫
教
程
に
よ
っ
て
修

行
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
も
多
く
を
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
彫
刻
科
の
実
習
内
容
に
つ
い
て
附
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
最
初
ほ

と
ん
ど
木
彫
の
み
で
あ
っ
た
も
の
が
、
明
治
二
十
五
年
十
一
月
の
規
則
改
正
に

至
り
、
第
三
年
以
上
は
木
彫
科
、
石
彫
科
、
牙
角
彫
刻
科
の
い
ず
れ
か
を
専
攻

す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

木
彫
科
は
改
め
て
述
べ
る
必
要
が
な
い
と
し
て
、
次
の
石
彫
科
に
つ
い
て
い

う
と
、

『高
村
光
雲
懐
古
談
』
の
中
で
光
雲
は
、
石
彫
科
は
自
分
が
提
案
し
、

校
長
の
賛
成
を
得
て
開
設
し
た
と
い
っ
て
い
る
。
彼
は
隣
家
の
石
屋
の
全
く
研

究
心
の
な
い
仕
事
振
り
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
石
材
彫
刻
を
振
興
し
よ
う
と
思

い
立
ち
、
後
藤
貞
行
の
仲
介
で
房
州
北
条
の
石
エ
俵
房
吉
（
号
光
石）

を
弟
子
に
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明
治
廿
七
年
九
月
十
日
彫
刻
科
石
彫
教
場
助
手
ヲ
命
ス

と
っ
て
物
を
彫
る
心
を
教
え
込
み
、
石
彫
科
の
開
設
に
備
え
た
と
い
う
。
光
石

は
北
条
の
生
ま
れ
で
、
館
山
の
石
エ
俵
喜
平
の
養
子
と
な
り
、
六
代
目
と
し
て

家
業
を
嗣
い
だ
。
館
山
市
内
の
寺
々
に
遺
作
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
洗
練

さ
れ
た
精
緻
な
技
巧
の
点
で
光
雲
の
弟
子
ら
し
い
作
風
を
示
し
て
い
る
。
本
校

と
の
関
係
を
示
す
資
料
と
し
て
は
た
だ
一
行
、

と
記
さ
れ
た
履
歴
書
（
本
学
蔵
）
が
あ
る
の
み
だ
が
、
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
の

石
彫
手
本
の
い
く
つ
か
は
彼
の
製
作
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

る
。
明
治
一
―
―
十
年
ご
ろ
に
は
既
に
本
校
を
辞
し
て
館
山
に
引
ぎ
籠
っ
て
い
た
ら

、。

し
し

『
高
村
光
雲
懐
古
談
』
に
よ
れ
ば
、
石
彫
振
興
の
計
画
は
光
雲
の
単
な
る
思

い
付
き
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
受
け
取
れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
は
既

に
ラ
グ
ー
ザ
ら
が
エ
部
美
術
学
校
彫
刻
科
授
業
の
中
で
、
あ
る
い
は
国
内
の
石

材
産
地
調
査
に
お
い
て
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
過
去
が
あ

る
上
に
、
さ
ら
に
、
明
治
二
十
四
年
ご
ろ
は
左
記
の
報
道
が
示
す
ご
と
く
、

「
美
術
的
石
彫
」
が
興
隆
す
る
兆
し
も
現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
光
雲
が

こ
れ
ら
の
事
柄
を
全
く
鞘
酌
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

〇
府
下
の
石
エ

此
度
府
下
組
合
に
て
取
調
へ
た
る
事
蹟
表
に
披
れ
ば
昨
二
十
―
―
―
年
中
の
石

工
現
在
敷
は
美
術
工
夫
二
千
五
百
二
十
人
日
給
一
園
三
十
錢
よ
り
九
十
錢

ま
で
平
物
工
夫
九
千
七
百
六
十
二
人
同
九
十
五
錢
よ
り
六
十
五
錢
ま
で
並

工
夫
六
万
五
千
百
十
六
人
同
七
十
錢
よ
り
五
十
五
錢
ま
で
磨
工
夫
七
千
六

百
人
同
一
――
十
五
錢
よ
り
二
十
五
錢
ま
で
手
博
工
夫
六
千
五
百
人
同
一
―
―十
錢

よ
り
二
十
六
錢
ま
で
に
て
惣
計
十
―
―
―
万
二
千
四
百
二
十
五
人
此
賃
錢
七
万

九
千
五
百
八
圃
零
五
錢
な
り
又
近
年
は
市
福
改
正
の
為
め
巨
大
の
建
築
は

見
合
す
向
き
多
き
よ
り
石
エ
の
仕
事
滅
少
の
傾
き
に
て
現
工
夫
の
敷
も
前

年
に
比
し
二
千
人
餘
を
滅
じ
た
り
只
装
飾
向
き
の
流
行
よ
り
石
像
其
他
の

彫
刻
物
は
需
用
追
々
増
加
の
方
な
れ
ば
随
て
美
術
工
夫
の
人
員
も
増
加
の

傾
向
な
り
と
い
ふ

石
彫
科
の
教
育
の
実
体
は
不
明
で
あ
る
。
光
石
の
後
任
に
つ
い
て
も
定
か
で

な
く
、
た
だ
、
明
治
三
十
五
年
四
月
以
降
、
藤
田
文
蔵
が
石
彫
を
担
任
し
た
こ

と
を
辞
令
に
よ
っ
て
知
る
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
田
口
掬
汀
に
よ
れ
ば
、
後
藤
貞
行
に
は
「
彫
像
手
訣
」
な
る
遺
稿
が

あ
り
、
そ
の
石
材
の
部
は
石
材
の
産
地
や
特
質
を
詳
述
し
た
彫
刻
用
石
材
辞
典

と
も
称
す
べ
き
貴
重
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
「
後
藤
貞
行
の
伝
」
『中

央
美
術
』
第
二
十
二
号
。
昭
和
十
年
五
月
）
。
貞
行
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
研
究
を
し

た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
石
彫
科
開
設
の
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
牙
角
彫
刻
科
で
あ
る
が
、
牙
彫
は
維
新
以
後
輸
出
品
と
し
て
も
て
は
や

さ
れ
、
隆
盛
を
極
め
た
が
、
外
人
の
嗜
好
に
投
ず
る
風
が
強
く
、
概
し
て
品
格

に
欠
け
、
や
が
て
は
徒
ら
に
技
巧
精
緻
を
事
と
す
る
傾
向
の
み
昂
じ
、
需
用
の

減
少
と
相
侯
っ
て
衰
微
の
一
途
を
辿
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
牙
彫
の

名
家
石
川
光
明
に
活
躍
の
場
を
与
え
て
牙
彫
に
新
機
軸
を
出
そ
う
と
し
た
の
が

同
科
開
設
の
狙
い
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
明
治
二
十
四
年
十

一
月
十
二
日

『郵
便
報
知
新
聞
』）
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